
二十歳座談会を開催しました

みんなの声をカタチに。  第６期伊予市議会の２年目

夏号令和８年
議会だより

No.85　2026年８月１日 発行
編集／議会広報調査特別委員会

政務活動費を公開します
部活動から地域クラブ活動へ
中学生の活動を支える指導者とは

【特集】新しい議会構成が決まりました
新 議長・副議長に聞く！

【常任委員会審査報告】JR伊予市駅西広場整備実施設計業務
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　防災・減災対策の推進と教育環境の充
実を重点課題として取り組んでまいりま
す。また、市民の皆さまが安全で安心し
て暮らせるまち、未来を担う子どもたち
が健やかに学べる環境づくりに努めてま
いります。

　議会を公平かつ円滑に進行できるよ
う、会議日程の決定や議事の進め方、議
案の取り扱いといった議会全体の運営
ルールについての協議・調整を担ってい
ます。市民の皆さまの期待に応えるべく、
開かれた議会づくりに取り組みます。

　本委員会は、市民福祉部門から産業建
設部門まで多岐にわたります。今年度の
目標　①付託された議案は丁寧に審議す
る。②昨年度からの調査テーマ「地場産
業の振興ーだし文化」を引き続き、調査
研究する。③委員間の討議を活発に行う。　議長を除く議員（15人）で構

成する伊予市都市総合文化施
設に関する調査特別委員会は、
市民にとって望ましい都市総合
文化施設（ウェルピア伊予）の将
来像を見据え、幅広
い視点から丁寧に調
査・研究を進めます。
（6月23日設置）
委員長：北橋豊作
副委員長：高田浩司

おおの
委員長

ひの
委員長

かわぐち
委員長

きたはし
委員長

よしだ委員よしだ委員

新 議長・副議長に聞く！新しい議会構成が決まりました特集

伊予市の発展と幸せを目指して伊予市の発展と幸せを目指して 開かれた、活力ある議会へ開かれた、活力ある議会へ

新委員長 から一言

ふくい委員ふくい委員

○
抱
負
は
？

向
井
議
長

　

機
構
改
革
に
よ
り
、
６
人

中
４
人
が
新
た
な
部
長
と
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
同
世
代

で
、
議
員
同
士
だ
け
で
な
く
、

理
事
者
と
も
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
対
話
が
で
き
る
議
会
を
目

指
し
ま
す
。
市
単
独
の
視
点

に
と
ど
ま
ら
ず
中
予
圏
域
や

愛
媛
県
全
体
を
見
据
え
た
広

域
的
な
視
点
で
課
題
解
決
に

取
り
組
み
ま
す
。
市
民
の
声

を
県
や
国
へ
届
け
、
伊
予
市

の
さ
ら
な
る
発
展
と
幸
せ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
目
標
は
？

向
井
議
長

　

昨
年
、
市
制
20
周
年
を
迎

え
、
今
年
は
新
た
な
未
来
へ
の

始
ま
り
と
な
り
ま
す
。
中
予

圏
域
を
は
じ
め
、
広
域
的
な
連

携
を
強
化
し
、
市
民
の
声
を

県
や
国
へ
届
け
、
伊
予
市
の
持

続
的
な
発
展
に
つ
な
げ
ま
す
。

正
岡
副
議
長

　
少
子
高
齢
化
や
経
済
活
性

化
、
災
害
へ
の
備
え
な
ど
諸

課
題
に
対
し
、
議
会
と
し
て

市
民
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
議
論

し「
開
か
れ
た
、
活
力
あ
る
議

会
」づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

正
岡
副
議
長

　
議
員
と
し
て
２
期
目
で
の

副
議
長
就
任
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
20
年
近
く
地

元
で
あ
る
上
吾
川
地
区
で
の

地
域
活
性
化
活
動
を
続
け
て

き
た
こ
と
や
、
５
年
間
の
議

員
生
活
で
学
び
培
っ
て
き
た

貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、
向

井
議
長
を
全
力
で
補
佐
し
、

公
明
正
大
な
議
会
運
営
に
努

め
ま
す
。
そ
し
て
、
議
員
各

位
の
多
様
な
意
見
を
尊
重

し
、
円
滑
な
合
意
形
成
の
要

と
し
て
誠
心
誠
意
そ
の
職
務

を
全
う
い
た
し
ま
す
。　

○
市
民
の
皆
さ
ま
へ

向
井
議
長

　

私
は
ほ
か
の
議
員
と
共
に

市
民
の
皆
さ
ま
と
対
話
が
で

き
る
よ
う
出
向
き
ま
す
。
現

場
で
の
声
を
大
切
に
受
け
止

め
、
身
近
で
開
か
れ
た
議
会

と
し
て
安
心
と
希
望
の
持
て
る

伊
予
市
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

正
岡
副
議
長

　

皆
さ
ま
の
声
を
し
っ
か
り

と
お
聞
き
し
、
市
政
に
反
映

す
べ
く
努
力
し
ま
す
。
そ
し

て
、
伊
予
市
に
住
ん
で
い
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る「
ま
ち
づ

く
り
」を
皆
さ
ま
と
共
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

本市では、２つの常任委員会が設置され、全ての議員がいずれかひとつの常任委員会に所属しています。
それぞれの所管部門は次のとおりです。
総務文教委員会…総務部、企画振興部、会計課、水道部、監査委員事務局、教育委員会、各地域事務所の所管部門
民生産業委員会…市民福祉部、産業建設部、農業委員会事務局、各地域事務所の所管部門

総 務 文 教 委 員 会議 会 運 営 委 員 会 民 生 産 業 委 員 会
伊 予 市 都 市 総 合 文 化 施 設
に 関 す る 調 査 特 別 委 員 会

設置しました！

久保委員　吉田委員　正岡委員　上田委員
向井委員　田中副委員長　大野委員長　日野委員

川口委員　北橋委員　門田委員
大野副委員長　日野委員長　田中委員

平塚委員　福井委員　森川委員　西岡委員
高田委員　門田副委員長　川口委員長　北橋委員

副
議
長
正ま

さ
お
か岡 

満み
つ
る

■プロフィール
住所：上吾川
趣味：家庭菜園、カラオケ
　　　（昭和歌謡）
好きな言葉：粉骨砕身

議
長
向む

か
い井
哲て

つ
や哉

■プロフィール
住所：上野
趣味：カブトムシ・クワガタムシの
　　　新産地探索
好きな言葉：臨機応変

新しく就任した
議長・副議長に抱負
などを聞きました！
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衛
星
携
帯
電
話
等
備
品
購

入
費問

土
砂
災
害
な
ど
で
孤
立

が
想
定
さ
れ
る
箇
所
に

設
置
し
て
い
る
衛
星
携
帯
電
話

が
令
和
10
年
３
月
に
サ
ー
ビ
ス

を
終
了
す
る
こ
と
か
ら
更
新
を

行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
使
用
実

績
は
。

　
ま
た
、
費
用
を
抑
え
ら
れ
る

他
の
民
間
衛
星
通
信
サ
ー
ビ
ス

へ
の
切
り
替
え
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　
答
危
機
管
理
課

　
災
害
時
の
使
用
実
績
は
な
い

が
、
月
１
回
の
通
信
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
場
合
の
通
信
混
雑
の
影
響

な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
現
時
点

で
は
災
害
対
応
に
最
も
効
果
的

と
考
え
る
現
行
の
衛
星
携
帯
電

話
の
後
継
機
に
よ
る
体
制
維
持

を
最
優
先
と
し
た
い
。
今
後
、

常任委員会
審査報告

（6月26日、29日開催）

JR伊予市駅西広場
整備実施設計業務

Ｊ
Ｒ
伊
予
市
駅
西
広
場
整

備
実
施
設
計
業
務
委
託
料

問
業
務
の
内
容
、
業
者
選

定
方
法
お
よ
び
実
施
時

期
は
。

答
都
市
整
備
課

　
西
側
ロ
ー
タ
リ
ー
の
実
施
設

計
を
メ
イ
ン
と
し
、
西
広
場
周

辺
の
測
量
調
査
や
ロ
ー
タ
リ
ー

部
分
の
実
施
設
計
、
交
差
点
の

照
明
の
設
計
、
Ｊ
Ｒ
伊
予
市
駅

の
西
広
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
把
握

す
る
た
め
の
図
面
を
作
成
す
る

業
務
で
あ
り
、
現
地
測
量
が
１

割
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
が

９
割
の
業
務
構
成
と
な
っ
て
い

る
。

こ
ど
も
が
ま
ん
な
か「
つ
ど

い
場
」推
進
事
業
委
託
料
・

備
品
購
入
費 

問
国
の
補
助
事
業
で
あ
る

地
域
未
来
交
付
金
が
不

採
択
と
な
っ
た
た
め
、
委
託
期

間
の
短
縮
、
備
品
の
精
査
な
ど

事
業
費
縮
小
を
行
い
、
委
託
料

２
８
６
万
円
、
備
品
購
入
費

１
６
０
万
円
を
減
額
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
国
の
補
助
事
業
が

不
採
択
に
な
っ
た
理
由
は
。

　
答
子
育
て
支
援
課

　
内
閣
の
改
編
に
伴
い
事
業
方

針
が
変
更
さ
れ
、
地
域
の
経
済

に
直
接
的
な
効
果
を
も
た
ら
す

も
の
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
本
事
業
は
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
が
目
的
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
経
済
性
に
こ
だ

わ
り
す
ぎ
る
と
本
来
の
趣
旨
か

ら
外
れ
る
た
め
、
元
の
案
の
ま

ま
申
請
し
た
結
果
、
採
択
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

　
議
会
の
承
認
後
に
指
名
競
争

入
札
に
よ
る
業
者
選
定
を
行

い
、
８
月
ご
ろ
に
業
者
を
決
定

し
た
い
。

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
補
助
金

問
申
請
が
予
定
を
上
回
っ

た
こ
と
か
ら
追
加
補
正

を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
補
助

上
限
に
達
し
た
場
合
の
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
や
今
後
の
申
請
希
望

へ
の
対
応
は
。

　
答
環
境
政
策
課

　
民
間
需
要
の
動
向
が
大
き
く

影
響
す
る
た
め
、
住
宅
メ
ー

カ
ー
や
工
務
店
の
申
請
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

く
、
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え

申
請
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
が
10
件
、

７
年
度
が
５
件
の
実
績
で
あ

り
、
来
年
度
の
予
算
化
に
つ
い

て
は
今
年
度
の
直
近
の
状
況
を

踏
ま
え
た
申
請
状
況
の
把
握
に

努
め
、
検
討
し
た
い
。

問
事
業
効
果
は
。

答
環
境
政
策
課

　
市
民
の
光
熱
費
対
策
と
災
害

時
な
ど
の
電
力
供
給
の
観
点
か

ら
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え

て
お
り
、
さ
ら
に
一
部
の
住
宅

に
は
蓄
電
池
も
配
備
さ
れ
る
こ

と
で
、
災
害
時
の
対
応
が
よ
り

可
能
に
な
る
。

よ
り
確
実
か
つ
安
定
し
た
通
信

手
段
が
確
立
さ
れ
た
段
階
で
見

直
し
を
検
討
す
る
。

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
手
続
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

問
指
定
管
理
者
の
選
定
に

あ
た
り
、
公
正
性
や
適

正
性
を
確
保
す
る
た
め
、
施
設

の
規
模
な
ど
に
よ
り
必
要
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除

き
、「
学
識
経
験
者
等
の
意
見
を

聴
く
も
の
」
と
規
定
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
条
文
を

入
れ
た
意
図
は
。

　
答
財
政
課

　

従
来
は
必
要
な
場
合
に
学
識

経
験
者
の
意
見
を
聴
く
こ
と
と

し
て
い
た
が
、
選
定
の
透
明
性

な
ど
を
確
保
す
る
た
め
、
指
定

管
理
者
の
選
定
に
関
し
て
は
学

識
経
験
者
の
意
見
を
聴
く
こ
と

を
義
務
化
す
る
た
め
。
ま
た
、

こ
の
改
正
に
よ
り
、
指
定
管
理

者
の
指
定
手
続
き
に
は
、
民
間

の
方
が
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、

民
生
産
業
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

市
職
員
の
み
で
選
定
を
行
う
こ

と
が
ほ
ぼ
な
く
な
る
。

部
活
動
の
地
域
展
開

（
社
会
教
育
総
務
費
）

問
保
護
者
か
ら
会
費
負
担

へ
の
懸
念
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

　
答
社
会
教
育
課

　
部
活
動
を
地
域
ク
ラ
ブ
と
し

て
継
続
す
る
に
あ
た
り
、
保
険

料
や
会
場
使
用
料
な
ど
の
経
費

が
必
要
と
な
る
が
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
補
助
金
や

寄
付
金
な
ど
の
活
用
に
よ
り
、

会
費
が
過
度
に
高
騰
し
な
い
よ

う
努
め
る
。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
議
決
年
月
日

氏名

議決結果

久
保

光
幸

平
塚

優
美

西
岡

勝
志

福
井
真
之
介

上
田

沙
耶

吉
田

貴
則

正
岡

満

森
川

建
司

川
口

和
代

向
井

哲
哉

大
野

鎮
司

高
田

浩
司

北
橋

豊
作

日
野

猛
仁

門
田

裕
一

田
中

弘番　号 議　案　名

議案第57号 令和８年度伊予市一般会計補正予算（第４号）
について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7月3日

伊予市都市再生整備計画に基づき、西広場として整備を行うＪＲ伊予市駅前の
ロータリー

［〇：賛成　×：反対　－：欠席　棄：棄権］　　※向井哲哉議長は表決に加わっていません。

表決結果　賛否が分かれた議案一覧

議案等議員別表決結果一覧表
令和８年第４回（６月）伊予市議会定例会

〔会期：６月15日～７月３日　19日〕

業
務
の
内
容
は

現
地
測
量
や
基
本
設
計
・
実
施
設
計
で
あ
る
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おおの議員の「もう一言！」

山火事防止と農家支
援、そして五色浜の可
能性を形に。現場の声
を大切に、実現へ向け
取り組みます。

山火事防止および環境負荷軽減へ
市独自のウッドチッパー等農業機械支援を 10人が市政を問う

　６月議会では、10人の議員が27問の一般質問を行い、活発な議論を展開しました。全質問項目は
下表をご覧ください。７ページから質問した議員ごとに１～３問の質問を要約してお伝えします。な
お、全文記録（議事録）は９月上旬に市ホームページ（http://www.city.iyo.lg.jp）の会議録検索システ
ムにて掲載しますのでご覧ください。
※『色付きの質問』は、次ページ以降に掲載しています。

大野　鎮司　議員　　（P７）
1　中予圏域を見据えた宿泊税の導入
2　観光資源を活用した現地型ふるさと納税
3　五色浜を活用したマリンスポーツの振興
4　山火事防止対策および柔軟な農家支援のGCFを

上田　沙耶　議員　　（P８）
1　放課後児童対策について
2　遠距離通学における安全対策と柔軟な通学支
　  援、地域公共交通との連携について
3　終活への対応、支援について

川口　和代　議員　　（P９）
1　トイレ問題を考える。
2　ごみ出し問題を考える。
3　空き店舗・空き家を考える。
4　15歳からの不登校を考える。

久保　光幸　議員　　（P10）
1　有害鳥獣対策について
2　自治体におけるＤＸ推進の状況と今後の
　  取り組みは

西岡　勝志　議員　　（P11）
1　住民自治のまちづくりの取り組みについて
2　中学校部活動の地域クラブ設立と移行について
3　観光地の活用、支援について

門田　裕一　議員　　（P12）
1　コンテンツ産業の育成
2　地域猫活動のさらなる支援を
3　誰もが安心して搾乳ができる環境づくりを

田中　弘　議員　　（P13）
1　伊予市飲用井戸整備事業費補助金交付制度
2　中山地域の振興
3　伊予市ペーパーレス化について

吉田　貴則　議員　　（P14）
1　学校、こども園周辺の交通安全について
2　備蓄品と有事の際の対応について

福井　真之介　議員　　（P15）
1　『鬱。』市職員のメンタルケアについて

平塚　優美　議員　　（P16）
1　学校給食における食育について
2　介護と仕事の両立支援について

※通告順（発言順）に掲載しています。

一般質問

伊予市議会

問
山
火
事
防
止
対
策
と

農
家
支
援
に
つ
い
て

質
問
す
る
。
近
年
、
全
国
で

大
規
模
な
山
林
火
災
が
発
生

し
、
本
市
で
も
キ
ウ
イ
や
栗

農
家
さ
ん
が
剪
定
枝
を
焼
却

処
分
す
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
剪
定
枝
を
粉

砕
す
る
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
の

導
入
・
普
及
を
進
め
、
野
焼

き
を
減
ら
す
こ
と
で
山
火
事

防
止
や
CO₂
排
出
削
減
、
資
源

循
環
に
よ
る
環
境
負
荷
軽
減

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
現
行
の
農
業
機
械

補
助
制
度
は
認
定
農
業
者
が

中
心
で
、
小
規
模
農
家
や
兼

業
農
家
、
高
齢
農
家
に
は
利

用
し
に
く
い
状
況
で
あ
る
。

市
独
自
の
支
援
制
度
や
共
同

利
用
の
仕
組
み
の
整
備
、
財

源
に
は
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ（
Ｇ
Ｃ

Ｆ
）を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
は

「
山
火
事
リ
ス
ク
を

根
本
か
ら
低
減
す
る
有
効
な

手
段
」
で
、
煙
害
や
環
境
負

荷
の
軽
減
に
も
効
果
が
期
待

で
き
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
本
市
の
農
業
機
械
・
施

設
の
導
入
補
助
は
、
国
・
県

の
補
助
制
度
の
活
用
を
基
本

と
し
て
お
り
、
採
択
さ
れ
た

場
合
に
本
市
も
並
走
支
援
を

実
施
し
て
い
る
が
、
対
象
者

を
認
定
農
業
者
ま
た
は
認
定

新
規
就
農
者
に
限
定
し
て
い

る
の
は
、「
担
い
手
育
成
」と

い
う
投
資
効
果
を
求
め
て
い

る
対
応
で
あ
る
こ
と
を
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
の
た
め
、
現
行
事
業
の

補
助
対
象
を
一
般
の
農
業
者

へ
拡
大
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
が
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ

パ
ー
に
限
定
す
れ
ば
、
農
業

振
興
、
環
境
負
荷
低
減
、
林

野
火
災
の
発
生
防
止
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
費
用
対
効
果
が

期
待
で
き
る
。
共
同
利
用
と

し
て
の
具
体
的
な
要
望
に
備

え
て
、
国
・
県
の
活
用
可
能

な
事
業
の
有
無
や
そ
の
場
合

の
採
択
要
件
な
ど
、
Ｊ
Ａ
を

は
じ
め
国
・
県
な
ど
関
係
機

関
と
協
議
な
ど
に
着
手
し
て

い
く
。

　

仮
に
市
で
の
独
自
支
援
を

講
じ
る
場
合
に
は
、
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
含
め
た
財
源
確
保
策

を
関
係
部
署
と
も
協
議
・
検

討
し
、
多
方
面
か
ら
の
情
報

取
集
に
も
努
め
る
。

　

さ
ら
に
、
共
同
利
用
に
関

し
て
は
可
能
性
に
つ
い
て
Ｊ

Ａ
各
支
部
、
中
山
間
地
域
各

協
定
な
ど
に
働
き
か
け
て
ま

い
り
た
い
。

問
２
０
２
８
年
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
五
輪
で
正
式

種
目
と
な
る
ビ
ー
チ
ス
プ
リ

ン
ト
・
ロ
ー
イ
ン
グ
。
新
し

い
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
も

注
目
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な

観
光
資
源
や
交
流
人
口
拡
大

の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

既
存
施
設
を
活
用
し
な
が
ら

大
会
や
合
宿
を
誘
致
す
る
こ

と
で
地
域
経
済
へ
の
波
及
効

果
も
期
待
で
き
る
。

　
五
色
浜
に
誘
致
し「
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
」
と
し

て
の
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

て
は
ど
う
か
。

　

競
技
団
体
や
専
門
家
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
ビ
ー
チ

ス
プ
リ
ン
ト
・
ロ
ー
イ
ン
グ

誘
致
の
実
現
可
能
性
を
調

査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
も

研
究
・
検
討
し
て
い
く
。

大お
お
の野 

鎮し
ん
じ司　
議
員

（答弁）ウッドチッパーは「有効な手段」と認識
　　　関係機関と協議などに着手していく

五
色
浜
を
新
た
な
観
光
資

源
へ

録画映像
はコチラ

競
技
団
体
・
関
係
団

体
と
協
議
す
る

答
９月議会の日程は、８月中旬にホーム
ページに掲載予定です。
広報いよし９月号でもお知らせします。

むかい議長

剪定枝を粉砕するウッドチッパー
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災害時、被災地へ向かい、避難所などで快適な
トイレ環境を提供することができるトイレカー

新興住宅街ができ、
子育て世代が来て
くれる中、放課後
健全育成や遠距離
通学への整備を進
め、選ばれる伊予
市になる必要があ
ると思います。

うえだ議員の「もう一言！」

問
「
郡
中
あ
い
の
わ
」で

は
一
年
間
か
け
て
ご

み
問
題
を
調
査
し
、
話
し

合
っ
て
き
た
。
郡
中
地
区
で

全
戸
配
布
し
て
い
る「
郡
中

あ
い
の
わ
新
聞
」
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
が「
戸
別
収
集
を

し
て
ほ
し
い
」「
高
齢
者
の

ご
み
出
し
が
難
し
い
」「
分

別
が
不
十
分
な
ご
み
が
残
さ

れ
て
い
る
」「
地
域
外
か
ら

の
不
法
投
棄
が
あ
る
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
声
が
あ
っ
た
。

無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は

限
界
が
あ
り
、
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
に
よ
る
早
朝
の
ご
み
出
し

は
無
理
で
あ
る
。
ま
た
、
ご

み
出
し
に
合
わ
せ
て
親
の
家

に
行
く
の
も
大
変
で
あ
る
。

戸
別
収
集
に
は
費
用
が
か
か

る
。
そ
こ
で
提
案
す
る
。

　
「
要
介
護
・
要
支
援
認
定

を
受
け
た
独
居
高
齢
者
」
や

「
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
人
の
み
の
世
帯
」
で

申
請
を
し
た
ら
、「
ご
み
早

出
し
シ
ー
ル
」を
交
付
し
て
、

そ
の
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
た

ら
、
収
集
日
の
前
日
に
集
積

所
に
ご
み
出
し
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

子
育
て
世
帯
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
、
朝
の
決
め
ら
れ

た
時
間
に
ご
み
出
し
が
難
し

い
家
庭
に
も
採
用
し
て
は
ど

う
か
。

　
い
ろ
い
ろ
と
制
約
は
あ
る

と
考
え
る
が
、
で
き
る
地
区

か
ら
や
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
加
齢
や
障
が
い
、
家

庭
の
事
情
な
ど
に
よ

り
、
ご
み
出
し
が
困
難
な
世

帯
が
増
加
し
て
い
る
現
状

は
、
重
要
な
生
活
課
題
だ
と

認
識
し
て
い
る
。「
ご
み
早
出

し
シ
ー
ル
」
に
つ
い
て
、
実

施
状
況
や
課
題
を
踏
ま
え
て

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

問
「
ま
ち
づ
く
り
は
、

ト
イ
レ
か
ら
」
と

思
っ
て
い
る
。
ト
イ
レ
の
不

快
や
不
足
が
イ
ベ
ン
ト
の
評

価
を
一
気
に
落
と
し
て
し
ま

う
。

　
商
店
街
の
協
力
店
に「
お

も
て
な
し
ト
イ
レ
」
と
し
て

登
録
し
て
も
ら
い
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
補

助
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

伊
予
市
全
体
の
ト
イ
レ
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。
あ

わ
せ
て
、
災
害
用
ト
イ
レ

カ
ー
を
貸
し
借
り
し
や
す
い

新
し
い
制
度
に
変
更
し
て
ほ

し
い
。

　
「
お
も
て
な
し
ト
イ
レ
」の

運
用
は
、
参
画
者
の
相
当
な

理
解
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず

は
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
を
最

大
限
に
活
用
し
、
分
か
り
や

す
い
情
報
発
信
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

今
年
の
伊
予
彩
ま
つ
り
で

は
、
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
数

を
15
基
か
ら
23
基
に
増
設
し

て
、
ト
イ
レ
の
位
置
を
明
記
し

た
案
内
マ
ッ
プ
を
作
製
す
る
。

　

ト
イ
レ
カ
ー
は
、
円
滑
に

貸
し
出
し
が
で
き
る
仕
組
み

作
り
を
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
。

街
の
ト
イ
レ
と

ト
イ
レ
カ
ー
を
考
え
る

空き店舗や空き家の
活用希望者を登録す
る「さかさまバンク」
の提案をしました。
物件バンクと借り手
バンクの可視化をす
ることによって、マッ
チングの可能性を広
げられると思います。

かわぐち議員の「もう一言！」

川か
わ
ぐ
ち口 

和か
ず
よ代　
議
員

上う
え
だ田 

沙さ
や耶　
議
員

（答弁）実施状況や課題などを踏まえ、
　　　調査・研究する

（答弁）スピード感を持って８月中に
　　　方向性を示す

録画映像
はコチラ

録画映像
はコチラ

ごみ問題を考える
優しいごみ出し制度をー。

４kmに満たない長距離通学
児童への支援への考えは？

「
愛
の
輪
・
あ
い
の
わ
」と
は
、
誰
も

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

て
い
け
る
よ
う
に
、
相
互
を
支
え
合

う
地
域
づ
く
り
の
こ
と
。(

生
活
支

援
体
制
整
備
事
業)

問
温
暖
化
に
よ
り
酷
暑

が
深
刻
化
す
る
中
、

遠
距
離
通
学
支
援
に
つ
い
て

問
う
。

　
宮
下
・
八
倉
の
通
学
支
援

を
地
域
公
共
交
通
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
連
携
し
て
検
討
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
新
川
地
区

の
電
車
通
学
定
期
代
へ
の
半

額
補
助
を
移
住
促
進
策
と
し

て
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

答
学
校
統
廃
合
も
踏
ま

え
、
庁
内
部
署
横
断

交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連

携
や
現
状
の
把
握
を
行
う
。

　

一
部
地
域
だ
け
へ
の
補
助

は
公
平
性
が
保
て
ず
困
難
だ

が
、
公
共
交
通
機
関
が
な
い

地
域
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
利
用
な
ど
も
視
野
に
入

れ
、
８
月
中
に
方
向
性
を
示

す
た
め
、
事
業
費
の
試
算
に

取
り
か
か
る
。

問
文
科
省
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推

進
を
受
け
て
愛
媛
県
も
放
課

後
活
動
を
促
進
す
る
が
、
本

市
で
は
放
課
後
子
ど
も
教
室

が
令
和
４
年
度
に
中
止
、
地

域
未
来
塾
も
未
導
入
の
ま
ま
。

「
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
の
に

放
課
後
の
居
場
所
や
自
習
で

き
る
環
境
が
な
い
」と
の
声
を

受
け
、
放
課
後
の
居
場
所
な

ど
を
問
う
。

①
公
民
館
な
ど
を
自
習
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
し
、
地

域
未
来
塾
に
育
て
て
は
。

②
小
学
校
の
空
き
教
室
を
活

用
し
、
帰
宅
せ
ず
そ
の
ま
ま

放
課
後
を
過
ご
せ
る
仕
組
み

の
再
設
計
を
。

③
市
全
体
で
サ
ポ
ー
タ
ー
人

材
登
録
制
度
を
始
め
て
み
て

は
。

①
地
域
活
動
の
組
み
込
み
や

学
習
支
援
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
人
材
活
用
な
ど
を
踏
ま
え

た
公
民
館
施
設
の
有
効
活
用

を
推
し
進
め
る
。

②
人
材
確
保
が
大
き
な
課
題

だ
が
、
地
域
ぐ
る
み
で
支
え

る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

令
和
９
年
度
か
ら
新
規
事
業

「
み
ん
な
で
共と

も
い
く育

！
こ
ど
も

が
ま
ん
な
か
つ
ど
い
場
推
進

事
業
」
も
始
ま
る
の
で
関
係

課
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

進
め
る
。

③
市
全
体
で
は
な
く
各
校
区

ご
と
に
サ
ポ
ー
タ
ー
人
材
の
登

録
を
進
め
て
お
り
、
学
校
や
家

庭
と
の
情
報
共
有
を
図
り
な

が
ら
伴
走
支
援
を
継
続
す
る
。

問
終
活
が
進
ま
な
い
と

行
政
コ
ス
ト
が
増
大

す
る
。
市
内
で
も
相
続
未
確

定
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
、
所

有
者
不
明
の
特
定
空
き
家
を

行
政
が
約
６
０
０
万
円
か
け

て
解
体
し
た
事
例
も
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
政
策
と
し
て
も

対
応
が
急
が
れ
る
。

　

現
状
は
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
１
０
０
０
部
を
配
布

し
て
い
る
の
み
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
が
、
終
活
の
重
要
性

や
終
活
登
録
事
業
の
立
ち
上

げ
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

ま
た
、エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン・

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
導
入
は
。

　
終
活
は
家
族
の
負
担
を
軽

減
し
、
自
分
ら
し
い
最
期
を

迎
え
る
た
め
の
重
要
な
準
備

と
認
識
し
て
い
る
。
６
月
の

社
会
福
祉
法
改
正
も
踏
ま

え
、
先
進
事
例
を
参
考
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
支
援

の
在
り
方
を
調
査
・
研
究
し

て
い
く
。

　

ま
た
、
国
が
発
行
し
て
い

る「
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
」
を
広
報
区
長
会

で
も
広
報
し
て
い
く
な
ど
、

空
き
家
問
題
な
ど
に
も
対
応

を
し
て
い
く
。

自
治
体
に
よ
る
終
活
支
援
を

放
課
後
の
居
場
所
・
学
習

支
援

公
民
館
施
設
の
有
効

活
用
を
進
め
る

答

国
の
法
改
正
を
踏
ま

え
、
調
査
・
研
究
す
る

答

利
便
性
向
上
に
努
め

る
答
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問
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野

生
鳥
獣
に
よ
る
被
害

は
、
農
業
者
に
と
っ
て
経
済

的
損
失
だ
け
で
は
な
く
、
営

農
意
欲
の
減
退
に
よ
る
耕
作

放
棄
、
離
農
に
つ
な
が
る
な

ど
、
被
害
額
以
上
の
影
響
が

出
て
い
る
。

　
現
在
、
本
市
で
の
捕
獲
補

助
の
対
象
期
間
は
、
猟
期
で

あ
る
11
月
１
日
か
ら
３
月
15

日
ま
で
を
除
く
期
間
と
な
っ

て
い
る
。
捕
獲
者
の
意
欲

を
上
げ
る
た
め
の
政
策
と
し

て
、
年
間
を
通
し
て
捕
獲
と

補
助
を
受
け
ら
れ
る
通
年
補

助
に
つ
い
て
問
う
。

　
ま
た
、
県
内
の
状
況
は
ど

う
か
。

答
本
市
で
は
、
通
年
捕

獲
に
つ
い
て
、
猟
友

会
支
部
長
会
な
ど
で
検
討
を

続
け
て
き
た
が
、
各
支
部
の

考
え
方
の
違
い
な
ど
に
よ
り

実
施
し
て
い
な
い
。
中
予
圏

内
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
こ

と
を
原
則
と
す
る
が
、
支
部

長
会
議
で
の
意
見
を
踏
ま

え
、
農
作
物
へ
の
被
害
が
特

に
著
し
い
場
合
に
は
、
地
域・

期
間
・
捕
獲
頭
数
に
制
限
を

設
け
た
上
で
、
従
来
ど
お
り

の
単
価
で
捕
獲
許
可
を
予
算

の
範
囲
内
で
試
験
運
用
す
る

方
針
を
決
定
し
て
い
る
。

　

県
内
に
つ
い
て
は
、
南
予

圏
域
、
東
予
の
一
部
の
自
治

体
で
は
、
通
年
補
助
を
実
施

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。問

捕
獲
者
の
捕
獲
意
欲

を
上
げ
る
た
め
に
は

通
年
補
助
が
最
良
と
考
え
る

が
、
捕
獲
数
が
毎
年
増
減
す

る
な
ど
予
算
計
上
が
難
し
い

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

農
業
振
興
費
で
の
有
害
鳥
獣

捕
獲
補
助
金
の
残
高
を「
特

定
目
的
基
金
」
と
し
て
積
み

立
て
、
捕
獲
数
の
多
い
年
度

で
の
捕
獲
補
助
金
と
し
て
支

払
い
が
可
能
か
。
ま
た
、「
有

害
鳥
獣
総
合
捕
獲
事
業
費
補

助
金
等
」
へ
の
予
算
の
流
用

は
可
能
か
。

　
「
特
定
目
的
基
金
」の
設
置

は
、
ま
ず
、
新
た
に
条
例
制

定
案
を
議
会
に
上
程
し
、
議

会
の
可
決
が
必
要
と
な
る
。

毎
年
度
の
積
み
立
て
に
も
取

り
崩
し
に
も
、
予
算
案
に
基

づ
い
て
あ
ら
か
じ
め
議
会
の

可
決
を
要
し
、
計
画
的
に
運

用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
鳥

獣
害
防
止
対
策
は
重
要
施
策

の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
執
行

残
高
を
個
別
に
積
み
立
て
て

次
年
度
に
充
当
す
る
の
で
は

な
く
、
年
度
ご
と
の
需
要
を

十
分
に
踏
ま
え
て
現
年
予
算

を
立
て
る
こ
と
が
適
切
で
あ

る
。
不
測
の
需
要
に
は
速
や

か
に
補
正
予
算
を
上
程
し
て

対
応
し
て
い
る
。

　

予
算
科
目
上
の
款か

ん
こ
う
も
く

項
目
の

う
ち
、
同
一
の「
目も

く
」内
に
お
け

る
予
算
の
流
用
は
制
度
上
可

能
で
は
あ
る
が
、
予
算
使
途

に
対
し
、
変
更
を
加
え
て
執

行
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

安
易
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
と
考
え
る
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ま
や
市
議

会
議
員
の
皆
さ
ま
と
協
議
を

重
ね
、
各
年
度
の
予
算
編
成

過
程
を
通
じ
、
有
効
な
対
策

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

問
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て
、
中
学
校

部
活
動
の
転
換
期
と
し
て
、

少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減

少
や
教
員
の
長
時
間
労
働
の

是
正
な
ど
、
学
校
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
化
し
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
学
校
主
体
の
部

活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

に
対
す
る
対
応
と
さ
れ
て
い

る
が
、
生
徒
の
選
択
肢
の
確

保
、
移
行
後
の
管
理
体
制
な

ど
十
分
に
配
慮
、
考
慮
し
て

進
め
て
い
る
の
か
を
問
う
。

①
地
域
に
根
付
い
た
環
境
整

備
と
種
目
設
置
の
考
え
方

は
。

②
指
導
者
の
確
保
と
管
理
は

ど
こ
が
行
う
の
か
。

③
教
育
委
員
会
と
運
営
主
体

側
の
責
任
・
権
限
は
。

答
①
地
域
性
に
つ
い
て

は
各
学
校
の
歴
史
や

各
地
域
の
特
性
な
ど
を
考
慮

し
た
も
の
の
、
想
定
以
上
の

少
子
化
が
進
行
す
る
中
、
設

備
が
充
実
し
生
徒
が
集
ま
り

や
す
い
港
南
中
学
校
や
、
し

お
さ
い
公
園
を
拠
点
と
す
る

こ
と
で
将
来
的
に
も
効
果
的

で
効
率
的
な
取
り
組
み
が
展

開
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

種
目
に
つ
い
て
は
、
現
在

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
サ
ッ

カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

軟
式
野
球
の
３
種
目
を
先
行

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
９

月
か
ら
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

陸
上
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
卓

球
と
文
化
系
の
吹
奏
楽
が
本

格
的
に
休
日
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
。

今
後
は
、
現
在
あ
る
部
活
動

を
基
本
と
し
な
が
ら
も
軽
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
も
取
り
入
れ
、

可
能
な
限
り
選
択
肢
を
広
げ

る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

種
目
ご
と
の
チ
ー
ム
数
に

つ
い
て
は
、
１
種
目
１
チ
ー

ム
で
考
え
て
い
る
が
状
況
に

応
じ
て
調
整
し
た
い
。

②
指
導
者
の
確
保
は
、
運
営

主
体
と
な
る（
一
社
）Ｓ
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｅ
Ｒ
Ｕ（
さ
さ
え
る
）と
教
育

委
員
会
が
連
携
し
、
本
市
独

自
の
人
材
バ
ン
ク
を
立
ち
上

げ
、
す
で
に
地
域
で
活
動
し

て
い
る
各
種
競
技
団
体
な
ど

に
加
え
、
本
市
の
職
員
、
教

職
員
に
も
幅
広
く
呼
び
か
け
、

人
材
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

指
導
者
の
管
理
元
に
つ
い

て
は
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
が

Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
一
括
管
理
・
運

営
を
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
指
導
者
の
配
置
や
活
動

管
理
な
ど
を
行
う
。

③
責
任
・
権
限
に
つ
い
て
、

活
動
時
の
指
導
方
針
や
緊
急

時
の
対
応
は
、
原
則
、
Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
が
担
う
こ
と
と

な
る
が
、
委
託
し
て
い
る
教

育
委
員
会
も
安
全
か
つ
適
切

に
実
施
で
き
る
よ
う
積
極
的

に
関
与
す
る
。

問
第
２
次
総
合
基
本
計

画
に
お
い
て
、
住
民

自
治
組
織
の
設
立
を
目
指

し
、
市
民
が
主
体
と
な
り
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
え
る
環
境
を
構
築

す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る

が
、
現
状
で
の
取
り
組
み
の

進
捗
状
況
お
よ
び
今
後
の
展

開
や
維
持
管
理
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の

か
を
問
う
。

　

伊
予
市
参
画
協
働
推
進
委

員
会
に
お
い
て『
住
民
自
治

の
あ
り
方
』
に
つ
い
て
対
話

を
重
ね
て
お
り
、
こ
の
議
論

の
主
軸
に
あ
る
の
は
市
か
ら

の
一
方
的
な
施
策
の
押
し
付

け
で
は
な
く
、
住
民
自
ら
が

意
思
形
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
を

行
政
が
支
え
、
共
感
し
、
形

に
し
て
い
け
る
か
と
い
う
点

に
あ
る
。
今
後
は
、
既
存
の

地
域
活
動
の
多
様
性
を
互
い

に
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
が
自
分
た
ち
に
適
し
た
形

で
自
治
に
取
り
組
め
る
よ
う

伴
走
支
援
に
努
め
る
。

何かを進めるにはさまざま
な制約条件がありますが、
目的・目標の合意形成と合
理化対策で解決されること
も多いでしょう。しっかり
とした話し合いとつなげる
仕組みで実現を目指します。

自治体のDX推進の状況も
質問しました。総務省の方
針を受け、本市も積極的に
デジタル化推進に取り組ん
でおります。限られた予算
の中で全体最適化の見地か
ら、横断的・全庁的な組織
体制の構築に向け協議して
いきます。

にしおか議員の「もう一言！」 くぼ議員の「もう一言！」

住
民
自
治
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

中山町で捕獲した100㎏超の雌のイノシシ

久く
ぼ保 

光み
つ
ゆ
き幸　
議
員

（答弁）関係各所への丁寧な説明と、安心して
　　　活動できる環境整備に努める

（答弁）通年補助については中予圏域で足並みを
　　　そろえることを原則と考える

録画映像
はコチラ

録画映像
はコチラ

中学校部活動の地域クラブ設立
生徒にとって安心・安全で迅速な移行を

有害鳥獣対策事業
通年補助の考えはあるのか西に

し
お
か岡 

勝か
つ
し志　
議
員

特
定
目
的
基
金
と
し
て

積
み
立
て
は
可
能
か

有
効
な
対
策
と
な
る

よ
う
取
り
組
む

答

各
地
区
に
応
じ
た
伴

走
支
援
に
努
め
る

答
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問
コ
ン
テ
ン
ツ
を
地
域

振
興
に
生
か
す
た
め

に
は
、
作
品
を
呼
び
込
む
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
中
で
新

た
な
表
現
を
生
み
出
す
人
材

を
育
て
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
子
ど
も
や
若
者
が
漫
画
、

イ
ラ
ス
ト
、
映
像
、
デ
ザ
イ

ン
な
ど
に
触
れ
、
学
び
、
発

表
し
、
仕
事
へ
つ
な
げ
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
は
、
若
者
の

定
着
や
新
た
な
産
業
の
創
出

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
そ
こ
で
、
本
市
は
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
育
成
や
創
作
活
動

の
支
援
、
外
部
人
材
と
の
連

携
や
関
連
企
業
の
誘
致
に
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
を
問
う
。

答
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
は
、

地
域
経
済
を
け
ん
引

し
得
る
成
長
分
野
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
加
え
て
、

若
年
層
の
雇
用
創
出
や
地
域

文
化
の
発
信
、
観
光
と
の
連

携
な
ど
、
幅
広
い
波
及
効
果

も
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
元
の
高
等
教
育
機
関
や
専

門
学
校
な
ど
と
の
連
携
に
よ

問
昨
年
の
秋
か
ら
降
雨

量
が
非
常
に
少
な

く
、
中
山
地
域
で
は
水
源
が

枯
渇
し
生
活
に
大
き
な
影
響

が
生
じ
、
近
隣
の
地
域
や
水

源
地
か
ら
何
度
も
水
を
運
搬

し
、
水
の
確
保
に
大
変
な
苦

労
を
さ
れ
た
方
々
が
お
ら
れ

た
。

　
中
山
町
大
矢
地
区
に
は
豊

富
な
湧
水
が
あ
り
、
飲
料
水

と
し
て
利
用
可
能
な
水
質
で

あ
る
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
取
水
設
備
や
送
水

設
備
に
多
額
の
費
用
を
要
す

る
。
上
水
道
加
入
時
の
負
担

額
ま
で
と
は
言
わ
な
い
が
、

そ
れ
に
近
い
負
担
で
飲
料
水

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
補
助

金
の
増
額
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
山
間
部
で
は
人
口

減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
、
集

落
の
戸
数
そ
の
も
の
が
減
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
行

の
飲
用
井
戸
整
備
事
業
費
補

助
金
交
付
制
度
の
給
水
戸
数

が
５
戸
以
上
の
基
準
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
緩

和
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
制
度
運

用
が
必
要
で
は
な
い
か
。

り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
分
野
の
人
材
育

成
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
の
生
活
環
境

や
交
通
の
利
便
性
も
踏
ま

え
、
企
業
立
地
支
援
制
度
の

活
用
を
図
り
な
が
ら
、
コ
ン

テ
ン
ツ
産
業
を
誘
致
対
象
と

し
て
積
極
的
に
位
置
付
け
、

関
連
企
業
の
集
積
に
つ
な
げ

て
い
く
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
総

合
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
新
た
な
産
業
基
盤
の
形

成
と
持
続
的
な
地
域
活
性
化

を
目
指
し
て
い
く
。

問
本
市
で
は
、
猫
の
不

妊
・
去
勢
手
術
の
補

助
枠
に
一
定
の
制
限
が
あ
る

た
め
、
多
頭
飼
育
崩
壊
の
現

場
や
猫
が
密
集
す
る
地
域
で

の
集
中
的
な
対
応
が
難
し
い

面
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
苦
情

の
多
い
地
域
や
猫
の
過
密
地

域
を
重
点
対
策
地
区
と
し
て

答
大
矢
地
区
の
よ
う
に

整
備
に
多
額
の
費
用

を
要
す
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
地
理
的
条
件
や
工
事
費

の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
対

応
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
に
よ
り「
５
戸
以
上
」の
現

行
要
件
を
満
た
せ
な
い
地
域

が
あ
る
た
め
、
中
山
・
双
海

地
域
の
未
給
水
地
域
の
実
情

を
把
握
し
、
要
件
緩
和
を
含

め
た
検
討
を
進
め
る
。
未
給

水
地
域
の
安
全
な
飲
料
水
の

確
保
は
重
要
課
題
と
認
識
し

て
お
り
、
市
の
財
政
状
況
や

公
平
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な

制
度
運
用
に
よ
り
、
誰
も
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
本
市
に
は
豊
か
な
里

山
が
広
が
っ
て
い

る
。
秦し

ん
こ
う
ざ
ん

皇
山
は
標
高
８
７
４

ｍ
で
あ
り
、
豊
か
な
森
林
に

囲
ま
れ
、
公
園
内
に
は
キ
ャ

ン
プ
場
、
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
場
、

位
置
付
け
、
頭
数
制
限
に
と

ら
わ
れ
ず
一
斉
に「
捕
獲
し
、

不
妊
・
去
勢
手
術
を
施
し
、

元
の
場
所
に
戻
す
」、
い
わ

ゆ
る
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
を
進
め
る

「
共
生
モ
デ
ル
地
区
制
度
」を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
併
せ
て
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

継
続
・
発
展
さ
せ
、
地
域
猫

専
用
の
基
金
な
ど
安
定
的
な

財
源
確
保
に
つ
な
げ
る
考
え

は
な
い
の
か
。

　

猫
に
関
す
る
苦
情
が
多
い

地
域
や
猫
の
個
体
密
度
が
高

い
地
域
を
共
生
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
位
置
付
け
、
そ
の
区

域
に
お
い
て
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
を

集
中
的
に
実
施
す
る
仕
組
み

を
創
設
す
る
に
は
、
制
度
設

計
上
の
課
題
が
多
い
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
減
ら

す
取
り
組
み
は
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
今
年

度
か
ら
メ
ス
の
不
妊
手
術
の

ロ
グ
ハ
ウ
ス
な
ど
が
あ
る
。

山
頂
の
展
望
台
は
３
６
０
度

の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
誇
り
、
瀬

戸
内
海
か
ら
石
鎚
山
ま
で
見

渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
展
望
台
は
経
年

劣
化
に
よ
り
、
現
在
使
用
禁

止
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、

展
望
台
は
残
す
方
針
だ
と
聞

い
て
い
る
。
展
望
台
の
整
備

内
容
や
完
成
時
期
を
問
う
。

　
ま
た
、
中
山
地
域
に
は
豊

か
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
て

い
る
。
特
産
で
あ
る
中
山
栗
、

ホ
タ
ル
、
そ
し
て
豊
か
な
森

林
や
清
流
の
地
域
資
源
を
生

か
し
た
観
光
振
興
や
地
域
活

性
化
に
つ
い
て
問
う
。

　

秦
皇
山
森
林
公
園
は
、
中

山
地
域
に
お
け
る
交
流
拠
点

と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
施

設
で
あ
る
。
現
時
点
で
、
山

頂
の
展
望
台
は
費
用
面
で
有

利
な
改
修
工
事
に
よ
る
対
応

を
基
本
に
検
討
を
進
め
て
お

り
、
整
備
時
期
に
つ
い
て
は

財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
協

議
を
し
て
い
く
。

助
成
額
を
８
０
０
０
円
か
ら

１
万
円
へ
拡
充
し
、
助
成
対

象
の
頭
数
制
限
も
撤
廃
を
視

野
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

な
お
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
寄

付
金
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ

と
応
援
基
金
へ
積
み
立
て
を

行
い
、
手
術
費
補
助
金
の
安

定
的
な
財
源
と
し
て
有
効
に

活
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
山
地
域
の
自
然

環
境
や
特
産
品
な
ど
の
地
域

資
源
を
生
か
し
、
体
験
型
観

光
の
充
実
や
中
山
の
魅
力
を

象
徴
す
る「
栗
ま
つ
り
」「
ほ

た
る
祭
り
」
な
ど
、
地
域
の

取
り
組
み
を
積
極
的
に
後
押

し
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「飼い主のいない猫
をゼロにしたいん
です」。その言葉を
力に議場でよりよ
い議論を交わすこ
とができました。
地域が一つとなり、
一日も早い実現を
願います。

誰もが安心して生
活できる環境整備
が必要と思う。
市民サービスの維
持・向上に、DXを
活用したペーパー
レス化による業務
効率化を望む。

かどた議員の「もう一言！」たなか議員の「もう一言！」

飼
い
主
の
い
な
い
猫
と
の

共
生
モ
デ
ル
地
区
制
度
を

中
山
地
域
の
振
興
を
問
う

門か
ど
た田 

裕ゆ
う
い
ち一　
議
員

田た
な
か中　

弘ひ
ろ
む　
議
員

（答弁）コンテンツ産業を誘致対象として積極的に　　
　　　位置づけ、関連企業の集積につなげる

（答弁）実情に応じた柔軟な対応を
　　　検討する

録画映像
はコチラ

録画映像
はコチラ

１頭のメス猫から、わずか１年で
数十頭に増えることもあります

秦皇山森林公園の
展望台とログハウス

地
域
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
後
押
し

答
助
成
対
象
の
頭
数
制

限
の
撤
廃
を
視
野
に

検
討
を
進
め
る

答
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学校、こども園周辺の交通安全
道路交通法改正に伴い本市の対応は？

職員を守る「衛生委員会」とは
衛生委員会の機能的役割と現状を問う

問
２
０
２
６
年
９
月
に

生
活
道
路
の
法
定
速

度
が
60
㎞
か
ら
30
㎞
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
伴
い

学
校
、
こ
ど
も
園
周
辺
の
交

通
安
全
に
つ
い
て
問
う
。

①
各
校
区
に
て
危
険
な
通
学

路
の
特
定
、
対
策
は
で
き
て

い
る
か
。

②
法
改
正
に
伴
い
ゾ
ー
ン
30

化
、
速
度
標
識
設
置
の
計
画

は
あ
る
の
か
。

③
伊
予
小
・
中
学
校
、
南
山

崎
小
学
校
周
辺
道
路
の
抜
け

道
走
行
抑
制
、
立り

っ
し
ょ
う哨

指
導
の

計
画
は
あ
る
の
か
。

問
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

と
、
う
つ
病
は
現
在
、
日
本

に
お
い
て
50
人
に
１
人
、
生

涯
15
人
に
１
人
が
罹り

か
ん患
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

年
々
増
加
し
て
い
る
。
非
常

に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
あ
り
予

防
線
を
張
り
に
く
い
問
題
に

な
る
厄
介
な
病
で
あ
る
。
一

番
の
理
由
は
や
は
り
人
間
関

係
で
あ
り
、
50
％
以
上
と
、

発
症
の
き
っ
か
け
第
１
位
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

症
状
が
ひ
ど
く
な
れ
ば
、

時
に
命
を
奪
う
、
生
命
保
険

に
入
れ
な
い
、
ま
た
治
療
は

で
き
る
が
完
治
に
は
時
間
が

か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

総
務
課
に
現
況
を
聞
く

と
、
市
職
員
の
過
去
５
年
間

分
の
メ
ン
タ
ル
不
調
者
数
は

減
少
し
、
対
策
は
き
ち
ん
と

で
き
て
い
た
。

　
私
は
20
歳
の
時
よ
り
、
パ

ニ
ッ
ク
障
害
、
う
つ
病
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
大
変

つ
ら
い
。
今
も
治
療
中
で
あ

る
罹
患
経
験
者
と
し
て
の
知

見
、
ま
た
私
の
専
属
医
の
見

答
①
毎
年
、
市
内
全
小

学
校
通
学
路
に
お
い

て
、
市
担
当
、
学
校
、
警
察
、

道
路
管
理
者
、
交
通
安
全
協

会
な
ど
が
合
同
で
点
検
や
対

策
を
進
め
て
い
る
。

②
現
時
点
で
速
度
標
識
、ゾ
ー

ン
30
の
新
規
設
置
予
定
は
な

い
。

③
現
時
点
で
具
体
的
な
計
画

策
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

伊
予
警
察
署
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
登

校
時
の
見
守
り
活
動
の
強
化

や
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
く
。

解
を
も
っ
て
本
市
の
状
況
を

問
い
た
だ
す
。

　
本
市
の
衛
生
委
員
会
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
構
成
で
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
議
論

し
、
適
切
に
機
能
お
よ
び
対

応
を
し
て
い
る
の
か
。
他
の

自
治
体
な
ど
を
参
考
・
比
較

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
県
内

の
自
治
体
で
は
、
休
職
者
数

や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を

具
体
的
に
公
表
し
て
い
る
例

も
あ
り
、
本
市
で
は
人
事
行

政
の
運
営
状
況
は
公
表
し
て

い
る
が
、
休
職
者
数
を
明
確

に
表
示
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
分
か
り
や
す
く
整
理

さ
れ
て
い
な
い
。

　
休
職
や
メ
ン
タ
ル
不
調
に

関
す
る
実
態
把
握
や
情
報
公

開
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
本
市
の
今
後

の
考
え
は
。

答
本
市
の
衛
生
委
員
会

の
構
成
は
、
総
括
衛

生
管
理
者
に
副
市
長
、
総
務

部
長
、
教
育
委
員
会
事
務
局

長
、
衛
生
管
理
者
に
保
健
師

２
人
、
ま
た
、
衛
生
に
関
し

問
今
後
30
年
以
内
の
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
発

生
確
率
は
60
～
90
％
以
上
と

高
確
率
で
あ
り
、
本
市
は
山

間
部
に
囲
ま
れ
た
地
域
、
谷

間
に
沿
っ
た
場
所
、
そ
の
奥

に
集
落
が
あ
る
場
所
が
多
数

あ
る
。
山
間
部
に
お
け
る
避

難
所
の
備
蓄
状
況
、
本
市
が

備
蓄
所
有
し
て
い
る
浄
水
器

の
運
転
状
況
、
災
害
時
の
給

食
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
、
指

定
可
燃
ご
み
袋
の
保
管
場
所

な
ど
災
害
時
の
活
用
に
つ
い

て
問
う
。

　

土
砂
災
害
な
ど
に
よ
り
孤

立
の
可
能
性
の
あ
る
地
域
に

経
験
を
有
す
る
職
員
の
中
か

ら
市
長
が
指
名
し
た
者
と
し

て
、
職
員
団
体
か
ら
推
薦
さ

れ
た
職
員
５
人
の
合
計
10
人

で
構
成
し
て
い
る
。
業
務
は

労
働
安
全
衛
生
法
第
18
条
第

１
項
に
基
づ
き
、
労
働
者
の

健
康
障
害
防
止
お
よ
び
労
働

者
の
健
康
保
持
増
進
の
基
本

と
な
る
べ
き
対
策
に
関
す
る

こ
と
、
ま
た
労
働
災
害
の
原

因
お
よ
び
再
発
防
止
対
策
な

ど
を
調
査
審
議
し
、
市
長
に

意
見
を
述
べ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　

機
能
お
よ
び
対
応
は
、
職

場
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
診
断
の
分

析
お
よ
び
対
策
、
カ
ス
ハ
ラ

対
策
、
ケ
ガ
や
事
故
の
未
然

防
止
対
策
、
休
憩
場
所
の
改

善
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
職

場
環
境
の
改
善
に
向
け
適
切

に
機
能
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
人
事
行
政
の
運
営

な
ど
の
状
況
の
公
表
に
お
け

る
休
職
者
数
に
つ
い
て
は
現

在
公
表
し
て
い
な
い
が
、
公

表
し
て
い
る
分
限
処
分
に
つ

は
、
衛
星
携
帯
電
話
や
食

料
、
毛
布
な
ど
の
備
蓄
物
資

を
配
備
し
て
い
る
。
浄
水
器

は
防
災
フ
ェ
ア
で
試
運
転
済

み
、
追
加
配
備
に
つ
い
て
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
と
合
わ
せ

て
研
究
す
る
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
自
家
発

電
装
置
自
体
の
点
検
運
転
は

毎
年
実
施
し
て
い
る
が
、
炊

飯
室
ま
で
の
通
電
点
検
を
追

加
す
る
。
緊
急
事
態
時
は
協

議
を
重
ね
研
究
す
る
。

　

指
定
可
燃
ご
み
袋
な
ど
の

有
効
活
用
は
、
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
の
観
点
か
ら
中

長
期
的
な
視
点
で
検
討
す
る
。

有
事
に
備
え
た
当
面
の
対
応

と
し
て
は
、
一
部
の
避
難
場

所
へ
指
定
可
燃
ご
み
袋
を
事

前
に
一
定
数
配
布
で
き
な
い

か
検
討
を
進
め
て
い
る
。

い
て
、
免
職
・
降
任
・
休
職

な
ど
そ
の
種
類
ご
と
に
明
記

し
、
休
職
者
数
の
把
握
が
容

易
と
な
る
よ
う
整
理
す
る
と

と
も
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

も
詳
細
に
記
載
す
る
な
ど
、

他
自
治
体
の
状
況
も
参
考
に

し
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
内

容
と
な
る
よ
う
検
討
し
、
改

善
を
図
り
た
い
。

園児、低学年の子
どもたちは予想が
つかない行動をと
ることがあります。
スピードが出てな
ければヒヤリハッ
トで済むこともあ
ります。学校、こ
ども園周辺は特に
スピードを控えま
しょう！

毎日家族と過ごす時間
より、長い時間を共に
する職場の仲間。普段
のささいな言葉遣いや
態度により瓦解（がか
い）する人間関係。解
決できない悩みをいつ
までも引きずらない環
境づくりを衛生委員会
に願う。

よしだ議員の「もう一言！」ふくい議員の「もう一言！」

防
災
備
蓄
品
と
有
事
の
際

の
対
応
を
問
う

吉よ
し
だ田 

貴た
か
の
り則　
議
員

福ふ
く
い井

真し
ん
の
す
け

之
介　
議
員

（答弁）伊予警察署、関係機関と連携を図り、
　　　安心して通行できる環境づくりに努める。

（答弁）職場環境の改善に向け
　　　適切に機能している

録画映像
はコチラ

録画映像
はコチラ

出典：（独）労働者健康安全機構
『職場における心の健康づくり』

効
果
的
な
体
制
の
研

究
に
務
め
る

答



○
政
務
活
動
費
と
は
？

　
地
方
自
治
法
な
ら
び
に
市
の

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
役
立
て

る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
一
部

と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、

本
市
は
、
１
人
当
た
り
年
額

12
万
円
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
政
務
活
動
費
は
、
主
に
資
料

購
入
費
、
広
報
費
、
研
修
費
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
令
和
７
年
度
か
ら
月
額
１
万
円

（
年
額
12
万
円
）を
上
限
に
、
議

員
が
支
払
っ
た
政
務
活
動
費
の

実
費
を
年
度
末
に
後
払
い
で
交

付
し
ま
す
。

政務活動費を公開します
第６期議員の
令和７年度

市ホームページで議員個人
の収支報告書と領収書など
の書類を公開しています。

〔令和８年４月１日現在〕
市 交付対象 交付額（月額）

松 山 市 議員 102,000円
今 治 市 会派/議員 30,000円
四 国 中 央 市 議員 20,000円
宇 和 島 市 会派/議員 20,000円
新 居 浜 市 会派 18,000円
西 条 市 会派/議員 15,000円
東 温 市 議員 １5,000円
八 幡 浜 市 会派/議員 15,000円
西 予 市 会派/議員 10,000円
伊 予 市 議員 10,000円

議
席
番
号

氏　　名 交付額
A

執行額
B

差引額
A-B

戻入額
※１

支　出　科　目

調査
研究費 研修費 広報費 広聴費 要請陳情

活動費 会議費 資料
作成費

資料
購入費 人件費 事務所費

1 久保光幸 110,000 105,263 4,737 4,737 67,233 30,930 7,100

2 平塚優美 110,000 77,185 32,815 32,815 64,785 11,000 1,400

3 西岡勝志 110,000 131,817 △ 21,817 0 66,953 61,264 3,600

4 福井真之介 110,000 99,447 10,553 10,553 65,117 30,930 2,200 1,200

5 上田沙耶 110,000 93,209 16,791 16,791 44,624 9,480 2,200 36,905

6 吉田貴則 110,000 169,150 △ 59,150 0 65,430 38,930 63,390 1,400

7 正岡　満 110,000 204,673 △ 94,673 0 20,209 11,500 49,500 5,653 72,286 45,525

8 森川建司 110,000 109,309 691 691 48,309 18,100 42,900

9 川口和代 110,000 139,425 △ 29,425 0 64,785 9,000 65,640

10 向井哲哉 110,000 116,017 △ 6,017 0 65,117 6,000 24,000 20,900

11 大野鎮司 110,000 94,770 15,230 15,230 65,433 29,337

12 高田浩司 110,000 108,960 1,040 1,040 20,209 76,537 1,335 10,879

13 北橋豊作 110,000 133,161 △ 23,161 0 65,645 3,000 64,516

14 日野猛仁 110,000 82,927 27,073 27,073 20,209 40,618 22,100

15 門田裕一 110,000 167,815 △ 57,815 0 65,433 7,904 49,098 45,380

16 田中　弘 110,000 230,946 △ 120,946 0 20,209 39,537 170,000 1,200

合計16人 1,760,000 104,193 829,700 386,826 219,500 4,400 0 0 131,619 401,124 0 90,905
※　交付額よりも支出額の多い議員は、戻入額を０と表記

政務活動費収支一覧表 （令和７年５月～令和８年３月） （単位：円）

○
県
内
の
交
付
額
は
？

いよ議会だより　令和８年 夏号 いよ議会だより　令和８年 夏号17 16

学校給食で食育の推進を
七分づき米の研究・検討状況は

問
伊
予
市
ゆ
か
り
の
佐

伯
矩（
さ
い
き
た
だ

す
）先
生
の「
栄
養
学
」の
考

え
方
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た

ち
の
健
康
な
体
を
つ
く
る
学

校
給
食
の
在
り
方
を
問
う
。

　
現
在
、
学
校
給
食
で
使
用

し
て
い
る
お
米
の
現
状
や

「
七
分
づ
き
米
」
な
ど
、
栄

養
面
を
考
慮
し
た
お
米
の
研

究
・
検
討
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

地
産
地
消
の
観
点
か
ら
も
地

元
産
米
を
活
用
し
た
食
育
の

推
進
に
つ
い
て
本
市
の
見
解

は
。

答
児
童
生
徒
の
健
康
増

進
に
お
い
て
、
食
育

は
重
要
で
あ
り
、
安
全
性
を

最
優
先
に
給
食
を
提
供
し
て

い
る
。
ご
提
案
の
七
分
づ
き

米
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
流

通
シ
ス
テ
ム
や
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
な
ど
現
場
の
炊
飯
設

備
な
ど
の
面
で
い
く
つ
か
の

課
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
佐

伯
先
生
が
残
さ
れ
た
功
績
を

伝
え
る
た
め
に
、
学
校
給
食

が
今
後
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
か

課
題
解
決
も
含
め
て
考
え
を

巡
ら
せ
て
い
く
。

問
急
速
な
高
齢
化
が
進

む
中
、
家
族
の
介
護

を
理
由
と
し
た「
介
護
離
職
」

を
防
ぎ
、
意
欲
あ
る
職
員
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
市

職
員
に
つ
い
て
介
護
休
暇
制

度
の
利
用
状
況
や
周
囲
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
、
相
談
体
制
が

十
分
に
機
能
し
て
い
る
の
か

を
問
う
。

　
「
介
護
休
暇
」だ
け
で
な
く

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
や

調
整
な
ど
柔
軟
に
仕
事
を
続

け
ら
れ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

考
え
る
時
で
は
な
い
か
。

　

制
度
の
利
用
を
考
え
る
職

員
の
多
く
が
管
理
職
や
業
務

の
中
核
を
担
っ
て
お
り
、
代

替
が
困
難
な
こ
と
が
介
護
休

暇
の
取
得
が
低
い
要
因
の

一
つ
で
あ
る
。
令
和
７
年

度
か
ら
は
、
制
度
内
容
や
相

談
窓
口
に
つ
い
て
全
職
員
に

メ
ー
ル
な
ど
で
周
知
し
て
い

る
。
ま
た
、
自
己
申
告
書
や

チ
ャ
ッ
ト
機
能
な
ど
を
通
じ

て
個
別
相
談
も
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
と
も
職
員
研
修
の
実

施
や
相
談
体
制
の
充
実
・
周

知
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
職
員
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
環
境
を
推
進
し
て
い
く
。

今回の質問では、
今ある取り組みを
大切にしながら少
しの工夫でより良
くできる可能性に
ついて提案しまし
た。精米される方
は一度『七分づき
米』を試してみて
ください。

ひらつか議員の「もう一言！」

平ひ
ら
つ
か塚 

優ゆ
み美　
議
員

（答弁）現在の流通システムや炊飯設備などの
　　　課題がある

録画映像
はコチラ

相
談
体
制
の
充
実
と
制
度

の
周
知
を
推
進
す
る

答

コイン精米機の中には、『７分』など
精米の度合いを選べる機種もある

介
護
と
仕
事
の
両
立
支
援
を

まさおか委員



部活動から地域クラブ活動へ
中学生の活動を支える指導者とは

　中学校における「部活動の地域展開」。少子化や教職員の働き方改革を背景に、全国的に部活動の運
営方法の見直しが進められています。本市は、令和11年度末を目標に中学校の部活動を廃止し、地
域の方が中心となって行う「地域クラブ活動」へ移行します。
　そんな中、保護者や地域の方から「どのような指導者が関わっているの？」との声が議
員へ寄せられています。そこで、今月号は地域クラブ活動を支える指導者にスポットを
当てました。

　指導者として登録を希望する場合は、まず人材バンクへの登録が必要です。対象は18歳以上（高校生
を除く）の方で、指導経験や競技経験などいくつかの要件を設けています。詳しくは、市ホームページま
たは広報いよし７月号をご覧ください。

　人材バンクに登録すれば、誰でもすぐに指導者になれるわけではありません。市教育委
員会による審査や講習の受講を経て、指導者としてふさわしいと認められた方が指導者に
なります。生徒の皆さんが安心してスポーツや文化芸術活動に打ち込めるよう、わたした
ち議員は「部活動の地域展開」の取り組みをしっかりと見守っていきます。
　次号の議会だよりから指導者の方をご紹介します。

　中学生を指導する上で必要な次の講習を必ず受講します。

■応急手当・救命基礎講習
　万が一に備えて、伊予消防署職員によるけがの応急
手当やAEDの使用方法など、救命の基礎知識を習得し
ます。

■中学生とのコミュニケーションの取り方・指導方法
　愛媛県職員による、指導者の役割や体罰・ハラスメ
ントの禁止など、生徒と適切な関係を築くための講習
を受講します。

中学生が安心して活動できるよう、議員も注視していきます

いよ議会だより　令和８年 夏号 18

編集後記編集後記
　サッカーワールドカップでの日本代表の力強い戦い、すご
かったですね！伊予市出身の鎌田大地選手の大活躍には、た
くさんの感動と元気をもらいました。
　さて、当委員会では１期生である新委員長と副委員長のも
と、２月に受講した研修を踏まえて、次号から『議会だより』
を読みやすくリニューアルします。ご期待ください！ うえだ委員

くぼ委員長

ひらつか
副委員長

議会広報調査特別委員会　

福井委員　上田委員　吉田委員
平塚副委員長　久保委員長　正岡委員

どのような方が指導者になるの？

指導に必要な講習を受講します


